
施設中長期計画案の概要①

 「施設の集約化・重点化」
 「施設の安全確保」
 「バックエンド対策」

三位一体の当面の計画（～H40）を具体化
➡ 「施設中長期計画」を策定

（計画案（H28.10）⇒計画*（H29.3））
*今後の予算状況、ステークホルダーとの調整状況等を踏まえ策定

 保有する原子力施設の老朽化
（約5割が築年数40年以上）への対応

 3.11震災以降見直された規制基準等への対応
 廃止措置を含むバックエンド対策の実施

スリム化した施設の強靭化（安全強化）＋バックエンド対策の着実な実施により、
研究開発機能の維持・発展を目指す

限られた資源で、これまで
通りの施設運用は困難な
状況

背景背景

添付資料－１

施設中長期計画案の概要②

【集約化・重点化方針】

施設の集約化・重点化施設の集約化・重点化

継続利用施設：４６施設
廃止施設 ：４２施設*

【詳細は別表１】

機構の原子力施設を選別

 国として、最低限持つべき原子力研究開発機能の維持に必
須な施設は下記を考慮した上で可能な限り継続利用
• 試験機能は可能な限り集約化（機能の多様性、施設の新しさ等を考慮）
• 安全対策費用等の視点から継続利用が困難な施設は廃止
• 外部資金が期待できる施設は優先的に継続利用

施設の安全確保施設の安全確保 バックエンド対策バックエンド対策

高経年化対策

廃止施設に対する廃止措置計画

Ｈ２９年度概算要求に基づき、Ｈ２９年度～Ｈ４０年度までの計画を具体化

新規制基準・耐震化対応

東海再処理施設のリスク低減対策

• 試験研究用原子炉をはじめとした原子力施
設に対する新規制基準・耐震化対応計画

（職員が居住する施設等への耐震化対応方針を含む）

施設毎
に

具体化

• 対策すべき施設・設備の選定方針
• 選定方針に基づく対応計画

廃棄物処理施設等の整備計画

当面重点化すべき処分計画

施設毎
に

具体化

• 廃止措置の進め方（当面目標とする状
態、優先度など）

• 進め方に基づく廃止措置計画

• 処理施設の必要性
• 必要性に基づく整備計画

• 廃棄体（処分体）作製計画

（ステークホルダーとの調整を経て年度末に決定）

*新たな廃止検討施設１０施設を含む



－継続利用施設、廃止施設【全施設マップ】－

：主要な研究開発施設

：小規模研究開発施設（維持管理費＜約0.5億円/年）

及び拠点運営のために必要な施設
（廃棄物管理、放射線管理等）

：廃止検討施設＊別表１ 施設の集約化・重点化計画
：廃止計画中/廃止中の施設

：継続利用施設であるが、施設の一部を廃止する施設

継続利用施設 廃止施設

継続利用施設 廃止施設（廃止措置中及び計画中のものを含む）
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放射性廃棄物処理場の一部
(汚染除去場、液体処理場、圧縮
処理装置)

ホットラボ〈解体部〉

ウラン濃縮施設
・廃水処理室,廃油保管庫
・第2U貯蔵庫
・L棟

リスク低減や今後廃止措置
に必要な施設等は当面利
用する。（ＴＶＦ、処理施設
（ＡＡＦ,Ｅ,Ｚ,Ｃ）、貯蔵施設、
等）

東海再処理施設

固体廃棄物前処理
施設（WDF）

Pu廃棄物処理開発施設
（PWTF）

放射性廃棄物処理場

Pu廃棄物貯蔵施設
（PWSF,PWSF-2）

第2照射材料試験施
設(MMF-2)（RI使用施
設として活用）

第2照射材料試験施
設(MMF-2)（核燃部
分を廃止）

＊ FCA、JMTR以外は、廃棄物処理や外部ニーズ対応等に活用後に廃止。 JMTRホットラボの機能の一部を燃料試験施設及びWASTEFに集約。
MMF、AGFの機能の一部をFMF、MMF‐2等に集約。 CPFはH33年度までにニーズﾞ動向等を確認し廃止時期と集約先を判断。

高度環境分析研究棟

人）：人形峠環境技術センター、青）：青森研究開発センター、
東濃）東濃地科学センター
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